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め
に

0都市
民
俗
生
活
誌

②
民俗
学
に
と
っ
て
都
市
と
は

③
都市
民
俗
生
活
誌
の
可
能
性

④問
題
点
と
課
題

［論文
要
旨
］

　村落
の
民
俗
誌
に
つ
い
て
、
膨
大
な
数
の
報
告
が
あ
り
、
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
　
　
　
　
論
で
は
、
都
市
生
活
の
具
体
相
を
眺
め
な
が
ら
、
都
市
人
の
様
々
な
心
性
を
探
る
試
み
の
前
提
を
論

し
、
都
市
の
民
俗
誌
に
つ
い
て
は
、
課
題
が
多
い
。
民
俗
学
に
お
け
る
都
市
の
定
義
さ
え
不
明
な
ま
　
　
　
　
じ
た
。

ま
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
民
俗
で
は
、
現
代
的
側
面
、
動
態
的
側
面
を
無
視
で
き
な
い
。
従
来
の
民

俗
的
な
調
査
で
は
十
分
対
応
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
こ
れ
ま
で
の
民
俗
誌
と
は
異
な
る
視
点

から
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
た
に
調
査
項
目
を
設
定
す
る
前
に
、
都
市
生
活
を
ま
る
ご
と
描
い

た
作
品
（
モ
ノ
グ
ラ
フ
）
を
確
認
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
小
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
群
を

「
都市
民
俗
生
活
誌
」
と
呼
ぶ
。
都
市
民
俗
生
活
誌
は
全
国
各
地
で
編
ま
れ
、
発
行
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
全
体
像
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
全
国
規
模
で
都
市
民
俗
生
活
誌
資
料
の
確
認
と
収

集
、
検
討
を
始
め
た
。
こ
の
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
、
お
よ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
中
で
、
都
市
や
都

市
性
を
再
考
す
る
必
要
を
感
じ
た
。
そ
こ
で
、
民
俗
学
に
と
っ
て
の
都
市
や
都
市
性
に
つ
い
て
再
確

認を
す
る
。
そ
し
て
、
都
市
民
俗
生
活
誌
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
る
。
小

4
9
3
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は
じ
め
に

　

村
落
の
民
俗
誌
に
つ
い
て
、
従
来
、
膨
大
な
数
の
報
告
が
あ
り
、
多
く
の
議
論
が

な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
都
市
の
民
俗
誌
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
、
課
題
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

多
い
。
都
市
の
定
義
さ
え
、
あ
い
ま
い
な
ま
ま
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
都
市
民

俗
で
は
、
現
代
的
側
面
、
動
態
的
側
面
を
無
視
で
き
な
い
。
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
、
従
来
の
民
俗
的
な
項
目
調
査
で
は
対
応
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
こ

れ

ま
で
の
民
俗
誌
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
新
た
に
調
査
項

目
を
設
定
す
る
前
に
、
都
市
生
活
を
ま
る
ご
と
描
い
た
作
品
（
モ
ノ
グ
ラ
フ
）
の
存

在

を
確
認
し
、
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
群
は
、
現

代
的
、
動
態
的
な
内
容
か
ら
考
え
る
と
、
む
し
ろ
生
活
誌
と
呼
ぶ
ほ
う
が
相
応
し
い

か

も
し
れ
な
い
。
本
報
告
で
は
、
そ
れ
ら
に
、
と
り
あ
え
ず
「
都
市
民
俗
生
活
誌
」

と
い
う
名
称
を
与
え
て
お
く
。
こ
れ
ら
の
都
市
民
俗
生
活
誌
は
全
国
各
地
で
編
ま
れ
、

発
行

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
全
体
像
は
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
全
国
規
模
で

都
市
民
俗
生
活
誌
資
料
の
確
認
と
収
集
、
検
討
を
始
め
た
。
ま
ず
は
、
数
年
後
の
目

録
作
成
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
作
業
の
プ
ロ
セ
ス
、
お
よ
び
関
連
す
る

拙
い
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
中
で
、
都
市
や
都
市
性
を
再
考
す
る
必
要
を
感
じ
た
。

小
論
で
は
、
ま
ず
資
料
調
査
に
つ
い
て
若
干
の
報
告
し
、
次
に
入
手
し
た
諸
資
料
や

フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
一
端
か
ら
、
都
市
や
都
市
性
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
す
る
。

さ
ら
に
、
都
市
民
俗
生
活
誌
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例
を
も
と
に
考
え

て

み

た
い
。
最
後
に
、
都
市
民
俗
生
活
誌
調
査
の
問
題
点
と
課
題
を
示
し
、
読
者
の

批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

0
都
市
民
俗
生
活
誌

都
市
民
俗
生
活
誌
と
い
う
言
葉
は
、
造
語
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
、
「
都
市
民
俗
」

の

「
生
活
誌
（
ま
o
ぴ
q
日
o
買
）
」
、
あ
る
い
は
、
都
市
の
「
民
俗
誌
」
お
よ
び
「
生
活
誌
」

と
い
う
意
味
を
、
私
は
込
め
て
使
い
た
い
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
、
民
俗
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

者
の
倉
石
忠
彦
と
社
会
学
者
の
有
末
賢
が
指
摘
し
て
い
る
。
都
市
民
俗
が
都
市
生
活

の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
伝
統
的
、
伝
承
的
な
要
素
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ら
の
各
要

素
が
有
機
的
に
関
連
し
た
全
体
像
こ
そ
都
市
生
活
誌
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
と
い
う
立

場
で
あ
る
。
従
来
の
民
俗
誌
が
主
と
し
て
項
目
主
義
に
基
づ
き
、
そ
の
記
述
が
静
態

的
で
あ
っ
た
こ
と
へ
の
反
省
か
ら
、
そ
こ
に
現
代
的
、
動
態
的
な
変
化
を
も
発
見
し

よ
う
と
す
る
立
場
と
言
え
よ
う
。
と
い
う
の
は
、
都
市
民
俗
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
生
活
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
民
俗
的
事
象
の
パ
ー

ツ
と
し
て
取
り
出
し
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
民
俗
生
活
誌

と
い
う
言
葉
を
あ
え
て
使
う
場
合
、
都
市
生
活
の
本
質
は
変
化
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を

総
合
的
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
思
い
を
、
私
は
込
め
て
い
る
。

　
一
方
、
私
は
都
市
民
俗
生
活
誌
に
後
者
、
つ
ま
り
都
市
の
「
民
俗
誌
」
プ
ラ
ス

「
生

活
誌
」
を
想
定
し
て
い
る
が
、
都
市
の
生
活
を
総
合
的
に
把
握
し
た
い
と
い
う

点
で
は
、
前
者
、
つ
ま
り
「
都
市
民
俗
」
の
「
生
活
誌
」
と
同
じ
考
え
に
立
つ
。
都

市
民
俗
生
活
誌

は
、
都
市
生
活
を
構
成
す
る
民
俗
（
伝
承
）
的
側
面
の
記
録
（
都
市

民
俗
誌
）
お
よ
び
現
在
（
現
代
）
的
側
面
の
記
録
（
都
市
生
活
誌
）
の
両
者
を
総
合

し
た
記
録
だ
と
定
義
し
た
い
。
さ
ら
に
、
都
市
民
俗
生
活
誌
は
、
主
と
し
て
生
活
者

の
視
点
か
ら
都
市
生
活
の
実
態
を
生
き
生
き
と
記
述
し
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
指
す
。
該

当
す
る
資
料
と
し
て
は
、
自
分
史
、
随
筆
、
市
町
村
史
（
民
俗
編
、
生
活
編
）
の
一

部

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同
時
に
、
都
市
は
様
々
な
立
場
の
人
々
が
離
合
集
散
す
る

場
所
で

あ
る
の
で
、
そ
の
街
を
訪
ね
た
旅
人
、
一
時
的
に
街
に
滞
在
す
る
住
人
、
あ

る
い
は
異
郷
人
な
ど
が
残
し
た
記
録
も
、
都
市
民
俗
生
活
誌
の
対
象
と
し
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
都
市
の
日
常
生
活
や
街
の
雰
囲
気
を
記
録
す
る
作
品
を
想

定
し
て
い
る
。

　
以
上
の

よ
う
な
前
提
で
、
全
国
に
散
在
す
る
都
市
民
俗
生
活
誌
資
料
を
、
網
羅
的

に
、
私
は
確
認
し
つ
つ
あ
る
。
同
じ
関
心
を
も
つ
人
々
に
役
立
つ
よ
う
な
、
デ
ー
タ
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（
3
）

ベ

ー
ス
化
の
た
め
の
目
録
作
り
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
関
連
資
料
の
整
理
は
「
都
市

民
俗
学
関
係
文
献
目
録
」
（
金
沢
民
俗
を
探
る
会
）
で
試
み
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
録
も
断
片
的
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
網
羅
的
で
、
で
き
る
だ
け
情
報
を
盛
り

込
ん

だ

目
録
を
作
ろ
う
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
表
ユ
は
、
山
形
県
内

の
都
市
民
俗
生
活
誌
資
料
目
録
の
一
部
で
あ
る
。
不
十
分
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
二
七

都
道
府

県
の
公
立
図
書
館
を
回
っ
て
確
認
作
業
を
し
て
き
た
（
図
1
）
。
こ
の
作
業

の

中
で
分
か
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
市
史
（
民
俗
編
）
の
記
述
の
多
く
は
、
市
内

の
村
落
地
域
、
あ
る
い
は
都
市
化
（
混
住
化
）
し
た
地
域
に
お
け
る
旧
住
民
の
民
俗

で

あ
り
、
従
来
の
（
村
落
）
民
俗
誌
と
何
ら
変
わ
り
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ

ま
り
、
市
史
（
民
俗
編
）
の
記
録
は
、
○
○
市
の
生
活
と
は
言
う
も
の
の
、
意
外

に
も
都
市
民
俗
の
そ
れ
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
、
都
市
民
俗
生
活
誌
に
含
め
る
こ
と

は

で

き
な
い
。
む
ろ
ん
、
次
々
と
消
え
て
ゆ
く
民
俗
を
記
録
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ

り
、
市
史
（
民
俗
編
）
の
貴
重
な
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
そ
の
重
要
性
を
否
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
現
在
の
都
市
生
活
の
記
録
や
生
活
変
化
の
記
録
も
市
史

子

，
さ

図1　都市民俗生活誌資料の確認をした都道府県

（民
俗
編
）
に
含
ま
れ
て
然
る
べ
き
だ
と
、
私
は
考
え
る
。
都
市
的
生
活
様
式
を
中

心

に
し
た
都
市
生
活
の
記
録
も
、
少
な
い
な
が
ら
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
九
四
年

に
発
行
さ
れ
た
『
宮
古
市
史
・
民
俗
編
』
に
は
、
ゴ
ミ
処
理
の
変
化
と
日
常
生
活
の

関
係
を
記
録
し
、
都
市
民
俗
生
活
誌
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
、
優
れ
た
作
品
と
な
っ
て

　
（
5
）

い

る
。
八
〇
年
代
に
刊
行
さ
れ
た
、
東
京
都
の
『
品
川
区
史
・
民
俗
編
』
や
『
新
宿

区
史
・
民
俗
編
』
に
も
、
現
代
の
都
市
生
活
を
記
録
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
あ
ふ
れ
、

従
来
の
民
俗
誌
と
は
一
線
を
画
す
る
。
な
お
、
そ
の
一
方
、
町
村
史
（
民
俗
編
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
、
ま
れ
で
は
あ
る
も
の
の
、
生
活
の
変
化
、
現
代
化
が
記
述
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

②
民
俗
学
に
と
っ
て
都
市
と
は

　

こ
れ
ま
で
、
都
市
を
対
象
と
し
た
研
究
は
、
様
々
な
分
野
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
都
市
地
理
学
に
お
い
て
は
、
人
口
、
産
業
、
土
地
利
用
、
施
設
立
地
な

ど
を
、
主
に
マ
ク
ロ
な
視
点
で
、
都
市
空
間
、
都
市
的
地
域
を
分
析
し
て
き
た
。
こ

の

分
野
で
は
、
実
態
の
把
握
だ
け
で
な
く
、
理
論
化
を
想
定
す
る
。
最
近
で
は
、
近

代
化
の
過
程
に
お
け
る
都
市
空
間
の
形
成
を
、
資
本
主
義
や
権
力
と
の
関
係
か
ら
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
ね

明
し
よ
う
と
す
る
研
究
が
少
な
く
な
い
。
地
理
学
に
お
け
る
都
市
研
究
の
基
本
は
、

統
計
を
駆
使
し
た
、
地
域
の
量
的
把
握
で
あ
る
。
古
典
的
な
代
表
例
が
、
中
心
地
論

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
様
々
な
規
模
の
都
市
群
が
相
互
に
補
完
関
係
を
持
ち
な

が

ら
、
マ
ク
ロ
な
意
味
で
の
地
域
を
構
成
す
る
こ
と
を
実
証
し
て
き
た
。
ま
た
、
都

市
社
会
学
で
は
、
流
動
性
、
匿
名
性
、
複
合
社
会
、
貧
富
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
都
市
社
会
の
解
明
を
目
指
し
て
き
た
。
社
会
学
で
は
、
大
都
市
圏

と
い
う
ス
ケ
ー
ル
か
ら
、
町
内
会
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
ま
で
扱
う
。
つ
ま
り
、
マ
ク
ロ

な
視
点
だ
け
で
な
く
、
ミ
ク
ロ
な
視
点
で
も
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
社
会
学
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
け
る
都
市
研
究
の
基
本
は
、
一
般
理
論
の
構
築
で
あ
り
、
抽
象
化
で
あ
る
。

　
一
方
、
都
市
民
俗
学
で
は
、
都
市
化
の
民
俗
お
よ
び
都
市
独
自
の
民
俗
を
把
握
し

よ
う
と
、
い
く
つ
か
の
試
み
が
な
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
、
都
市
化
の
民
俗
と
は
、
村
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落
か
ら
都
市
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
地
域
で
の
民
俗
変
化
で
あ
る
。
村
落
社
会
の
民
俗

事
象
が
都
市
化
に
対
応
し
て
、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。
次
に
、

都
市
独
自
の
民
俗
と
は
、
極
端
に
言
え
ば
都
市
起
源
の
民
俗
、
都
市
だ
か
ら
こ
そ
生

ま
れ
た
生
活
文
化
で
あ
る
。
柳
田
以
降
の
民
俗
学
が
提
唱
す
る
都
鄙
連
続
体
の
立
場

か

ら
言
え
ば
、
都
市
独
自
あ
る
い
は
都
市
起
源
の
民
俗
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
都
市
独
特
の
民
俗
と
し
か
呼
べ
な
い
現
象
も
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
現
在
の
民
俗
学
で
は
、
都
市
研
究
は
ミ
ク
ロ
な
視
点
に
特
化
し
て
い
る
。

以

下
、
民
俗
学
に
限
っ
て
、
都
市
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
い
。

　

ま
ず
、
都
市
の
概
念
で
あ
る
。
地
理
学
や
社
会
学
の
成
果
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

都
市
は
空
間
概
念
で
あ
り
、
社
会
概
念
で
あ
る
。
箱
や
容
器
と
し
て
の
都
市
空
間
が

あ
り
、
中
身
と
し
て
の
都
市
社
会
が
あ
る
。
一
方
、
民
俗
学
で
は
、
人
々
の
生
活
習

慣
や
行
動
様
式
、
価
値
観
な
ど
を
対
象
と
す
る
た
め
、
空
間
概
念
や
社
会
概
念
だ
け

で

な
く
、
文
化
概
念
と
し
て
都
市
を
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

生
活
意
識

を
も
含
む
議
論
と
な
る
。
一
面
で
は
、
都
市
性
も
把
握
と
言
っ
て
も
良
か

ろ
う
。

　
次

に
、
都
市
で
の
伝
承
の
在
り
方
で
あ
る
。
従
来
、
都
市
民
俗
学
で
は
、
伝
承
母

体
と
し
て
、
ム
ラ
に
対
す
る
マ
チ
を
想
定
し
た
。
町
場
と
も
呼
ば
れ
る
、
伝
統
的
な

地
域
共
同
体
で
あ
る
。
多
く
の
都
市
民
俗
的
な
研
究
は
、
城
下
町
や
在
郷
町
の
旧
市

街
で
の

マ
チ
に

注

目
し
て
き
た
。
伝
統
的
な
町
場
で
も
、
門
前
町
、
宿
場
町
、
港
町

の

事
例
研
究
は
、
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
か
つ
て
、
倉
石
忠
彦
は
団
地
の
民
俗
を
調

査
・
研
究
し
て
、
こ
の
分
野
を
開
拓
し
て
き
た
が
、
新
興
市
街
地
や
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
都
市
民
俗
的
な
研
究
は
依
然
と
し
て
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
さ
ら
に
、

現
代
で
は
、
血
縁
、
地
縁
だ
け
で
な
く
、
会
社
や
学
校
な
ど
を
核
と
し
た
社
縁
集
団
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

趣
味
の

サ

ー
ク
ル
な
ど
同
好
会
的
な
集
団
を
、
伝
承
母
体
に
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

む

ろ
ん
、
こ
の
場
合
、
伝
承
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
、
世
代
間
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
伝
承
母
体
と
し
て
血
縁
、
地
縁

だ

け
で
な
く
、
社
縁
や
選
択
縁
に
注
目
す
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
都
市
伝
説
と

し
て
有
名
に
な
っ
た
学
校
の
怪
談
の
場
合
も
、
先
輩
・
後
輩
、
同
級
生
の
間
の
伝
承

が

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
都
市
の
生
活
習
慣
や
行
動
様
式
を
見
る
場

合
、
極
端
に
言
え
ば
、
個
人
に
も
視
点
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
個
性
が
集
ま
っ
て
、

都
市
を
作
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
も
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
先
に
、
都
市
を
量
的
に
把
握
す
る
と
い
う
方
法
に
触
れ
た
が
、
民
俗
学
の
本
質
は
、

量
的
把
握
で
は
な
く
、
質
的
把
握
に
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
い
。
庶
民
の
心
意
、

心
性
の
理
解
で

あ
る
。
ま
た
、
民
俗
調
査
報
告
と
し
て
は
、
民
俗
社
会
を
構
成
す
る

要
素
を
記
録
す
る
が
、
本
来
の
関
心
は
、
部
分
で
は
な
く
、
総
体
と
し
て
の
生
活
文

化
の
理
解
で
あ
る
。

　
以
上
の

こ
と
を
考
え
る
と
、
今
後
、
民
俗
学
の
視
点
か
ら
都
市
を
見
る
場
合
、
文

化
概
念

と
し
て
の
都
市
、
旧
来
の
地
域
共
同
体
を
越
え
た
都
市
の
在
り
方
、
そ
の
質

的
把
握

に
、
力
点
を
置
く
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
生
活
の
変
化
を
見
逃
さ
な
い
と
い

う
姿
勢
が
、
都
市
民
俗
、
さ
ら
に
は
現
代
民
俗
の
把
握
に
は
欠
か
せ
な
い
。
繰
り
返

せ

ば
、
都
市
の
定
義
は
立
場
や
切
り
口
に
よ
り
様
々
で
は
あ
る
が
、
民
俗
学
は
、
箱

で
は

な
く
、
中
身
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
都
市
を
対
象
と
す
る
民
俗
学
で
も
当
た

り
前
な
が
ら
、
モ
ノ
の
生
活
文
化
だ
け
で
な
く
、
コ
コ
ロ
の
生
活
文
化
を
、
そ
の
具

体
相
か
ら
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

③
都
市
民
俗
生
活
誌
の
可
能
性

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

列
挙
し
た
い
。

都
市
民
俗
生
活
誌
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
拙
い
私
見
を

　
（
1
）
都
市
性
の
発
見

　
従
来
の
項

目
別
調
査
で
は
把
握
で
き
な
い
都
市
性
を
発
見
で
き
る
。
場
合
に
よ
っ

て
は
、
地
域
独
自
の
都
市
性
を
発
見
で
き
る
。
都
市
的
地
域
の
調
査
で
は
、
た
と
え

ば
「
方
言
が
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。
地
域
で
使
わ
れ
る
言
葉
が
、
標

352
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1

山形県立図書館〒990－0041山形市緑町1－2－36023（63可）2523

単行本
道程一わが半生の記一

山澤進
会社社長
（昭和5年生）

雪国社、
山形市あこや町3－16－10

0236（22｝4882

自費出版

平成2年11月30日
215
（1－32） B6判

山形市を中心に事業を展開して
きた著者の自分史。

山形

2 〃 単行本 山形いまむかし 斎藤利世
歯科医
（随筆家）

やまがた散歩社
山形市あこや町2－15－11

0236（31）2816

￥980

昭和54年9月30日
232

（73－226） B6判
著者の身の回りのこと、山形弁、

風俗時評などをテーマに書かれ
た短文がまとめられている。

山
形
　
．

3 ” 単行本 越えて来た道 池野政之助
農業ほか
（明治35年生）

発行者＝著者山形市千歳二丁目7－21

0236－81－0289

自費出版

昭和54年4月1日 208 A5判 山形市内出身の著者の自分史。
著者は郷土史に関心の深い人
物の様子で、地域の生活が丁寧
に記されている。

山形

4

山形市立図書館〒990－0035

山形市小荷駄町7－
12

023（624）0822

単行本 街の断章 八島信雄
元山形市役所
勤務

発行者＝著者
山形市双月新町4－11

0236（31）9374

自費出版

1991年4月6日
253
（9－120） A5判

城下町山形のそれぞれの町をモ
チーフにして綴った自分史。

文献を参考にした内容も多く記

載されているので、一時資料的

な性格は薄い。

山形

5 ” 単行本

　　　　　　　　∨
やまがたに生きる
（第37集）

（編集）

山形市教育委員会

山形市教育委員会
山形市旅篭町2丁目3－25
非売品

平成9年10月1日
289
（163－197） B6判

山形市民による文集。該当箇所
は郷土の今昔をテーマとしてい
る。

山形

6

山形県立図書館
〒990－0041

山形市緑町1－2－36

023（631）2523

（雑誌内）

随筆

※文学同人誌

「幼少年時代の暮ら
し」

『長井文学』

佐藤双石 不明

長井文学会
山形県長弁市平山1112（新野方）

0238（84）7088

￥500

1998年10月
140
（36－51） A5判

戦前山形市内で幼少時代を送っ

た筆者が、当時の教育や街の様
子をふりかえる。

山形

7 〃 単行本 山形街角の履歴書 田中邦太郎
文筆業
（大正5年生）

購談社￥1500（本体￥1456）
1993年12月3日 191 B6判

山形市内の町々の歴史や生活
を、自らの思い出もまじえて描
く
。

山形

村山

8 〃 単行本 山形桐紙と吉田家

（著者）

吉田吉助
（編集）

後藤嘉一

会社社長
（明治17年生）

吉田桐紙工業所
山形市幸町1番20号
自費出版

昭和43年1帽3日

256
（3－46、214－

244）

A5判
戦前山形の特産だった桐紙製造
を創業した著者の回顧談。

山形

9 〃 記念誌
わが町の昭和誌
（町内会発足三十周年
記念）

小姓町三区町内会

（代表者）小姓町三区町内会三十

周年記念誌編集委員会編集委員
長（町内会長）杉山繁雄

山形市諏訪舶一52
非売品

昭和62年5月24日
95
（10－49） B5判

山形市小姓町の町民やかつて
住んでいた人々が町の思い出を
寄せる。

遊郭について書かれた戦前編が
特徴的な内容。

山形

10 ” 単行本 東北婆っぱ烈伝

（企画）

三田公美子
（執筆）

長田洋子ほか（該当箇
所は、佐々木はる）

（発行）北燈社

仙台市青葉区中央4丁目4呼一305
022（266）0｝70

（尭売元）星雲社

東京都文京区大塚3－21－‘0

03（3947）1021

本体1524円＋税

2000年3月20日
287
（115－128） B6判

山形市内で美容室を営んできた
女性（大正2年生）へのインタ
ビュー、

東北地方の女性事業家ら27人
へのインタビューをまとめた本。 山形

11 〃 単行本
ふるさと駄がし歳時

記
佐藤喜久子

元小学校教員
（昭和4年生）

発行者＝著者
新庄市官内町4－6

自費出版

昭和58年1月25日
104
（6－80） B5判

河北町谷地出身の筆者が、駄菓
子をモチーフに子ども時代の思
い出を語る。

河北町

12 〃 単行本
聞き書き職人伝51
人衆

松田國男
元中学校教員
日本民俗学会
会員

発行者＝著者
山形県西村山郡大江町左沢160番
地0237（62）4318

￥1800

1999年8月1日 355 A5判 河北町の職人への聞き書き。
河北町内全域を対象としている
ので、ムラ・マチの区別はない

が、中心の町場・谷地の職人らも
収められている。

河北町

柏
い
爪
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準
語
に
近
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
旧
鉱
山
町
の
栃
木
県
足
尾
町
の
通
洞
地
区
や
松
原

地

区
で
調
査
を
す
る
と
、
人
々
は
「
こ
の
辺
り
で
は
方
言
を
使
わ
な
い
」
と
言
う
。

全

国
各
地
か
ら
鉱
山
労
働
者
や
商
人
が
集
ま
っ
た
た
め
、
自
然
と
、
方
言
が
淘
汰
さ

れ

た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
旧
軍
隊
町
の
千
葉
県
習
志
野
市
大
久
保

地

区
で
も
、
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
や
は
り
、
各
地
か
ら
商
人
が
集
ま
っ
た
か
ら
だ

と
い
う
。
し
か
も
、
数
世
代
に
継
承
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
。
従
来
、
民
俗
調
査
の
項

目
別
調
査
で
は
、
「
方
言
が
な
い
」
と
い
う
事
実
は
記
録
さ
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
民
俗

調
査
の
目
的
に
合
う
の
は
、
方
言
を
発
見
す
る
作
業
な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
事
実
は

無
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
都
市
性
を
考
え
る
場
合
、
こ
の
事
実
は
無
視
で
き

な
い
。
多
種
多
様
な
人
々
が
集
ま
る
場
所
が
、
都
市
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
都

市
民
俗
生
活
誌
的
視
角
の
利
点
で
あ
る
。

　
（
2
）
総
体
と
し
て
の
生
活

　
都
市
民
俗
生
活
誌
の
理
念
は
、
生
活
の
総
体
を
眺
め
る
こ
と
に
あ
る
。
生
活
の
構

成
要

素
を
全
体
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
日
常
の
生
活
実
感
を
確
認
で
き

る
。
背
景
と
な
る
社
会
の
文
脈
に
即
し
て
、
生
活
を
理
解
す
る
。
こ
の
場
合
、
参
考

と
な
る
の
は
、
記
述
的
な
民
俗
誌
を
残
し
た
宮
本
常
一
の
仕
事
で
あ
ろ
う
。
宮
本
の

作
品
は
文
学
的
で
、
客
観
性
に
欠
け
る
と
の
批
判
が
あ
る
が
、
地
域
の
人
々
の
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

実
感
に
近
づ
こ
う
と
試
み
た
点
で
、
参
考
に
な
る
と
私
は
考
え
る
。

　
（
3
）
生
活
の
動
態
的
把
握

　
都
市
民
俗
生
活
誌
で
は
、
生
活
文
化
の
変
化
を
前
提
に
す
る
。
現
代
の
都
市
生
活

を
描
く
の
だ
か
ら
、
当
然
で
あ
る
。
年
中
行
事
を
取
り
挙
げ
る
場
合
、
た
と
え
ば
、

バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
な
ど
の
記
録
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

従
来
の
民
俗
誌
で
は
、
ま
っ
た
く
無
視
さ
れ
る
年
中
行
事
で
あ
る
。
だ
が
、
現
代
生

活
で
は
、
か
な
り
重
要
な
行
事
で
あ
る
。
正
月
や
お
盆
を
扱
う
場
合
も
、
そ
の
伝
統

性
だ
け
で
な
く
、
初
詣
や
墓
参
り
の
変
化
を
射
程
に
入
れ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
岩
本

通
弥
が
注
目
し
た
よ
う
に
、
圧
倒
的
多
数
を
含
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
都
市
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

者
の
生
活
文
化
も
重
視
す
べ
き
で
あ
る
。

　
（
4
）
外
部
か
ら
の
視
線

　
都
市
は
、
様
々
な
人
々
が
離
合
集
散
す
る
場
所
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
民

俗
生

活
誌
に
描
か
れ
る
主
体
と
し
て
、
都
市
の
内
部
に
暮
ら
す
人
々
に
限
る
の
は
不

十

分
で
あ
る
。
外
部
か
ら
の
視
線
を
無
視
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、
都
市
空
間
の
中

で

最
も
都
市
的
な
場
所
の
ひ
と
つ
は
、
盛
り
場
で
あ
ろ
う
。
盛
り
場
を
構
成
す
る
主

体
と
し
て
、
そ
こ
で
暮
ら
し
、
あ
る
い
は
そ
こ
で
稼
ぐ
人
々
だ
け
を
想
定
す
る
の
は

一
面
的
で
あ
る
。
盛
り
場
で
は
、
来
訪
者
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
来
訪
者
の
視
線
か
ら
盛
り
場
を
描
い
た
資
料
も
見
逃
せ
な
い
。
同
様
に
、

観
光
地
、
別
荘
地
の
都
市
民
俗
生
活
誌
も
成
立
す
る
。
観
光
地
、
別
荘
地
の
多
く
は
、

都
市
に
分
類
で
き
る
と
私
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
業
が
こ
れ
ら
の
場
所

で
卓
越
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
人
々
と
と
も
に
来
訪
者
の
存
在
が
不
可

欠
だ
か
ら
で
あ
る
。
都
市
社
会
の
要
件
で
あ
る
匿
名
性
や
流
動
性
に
満
ち
て
い
る
場

所
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
と
し
て
の
観
光
地
、
別
荘
地
の
記
録
に
も
目
配
り

が

必
要
で
あ
る
。

　
（
5
）
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
見
た
都
市

　
先

に
述
べ
た
よ
う
に
、
民
俗
学
の
特
徴
、
魅
力
は
、
鳥
の
視
線
で
は
な
く
、
虫
の

視
線
で
あ
る
。
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら
、
地
域
文
化
、
生
活
文
化
を
記
述
す
る
の
が
、

民
俗
学
の
基
本
だ
と
私
は
考
え
る
。
む
ろ
ん
、
民
俗
的
な
文
化
論
は
、
マ
ク
ロ
な
視

点
で
の
整
理
で
あ
る
が
、
ベ
ー
ス
は
ミ
ク
ロ
で
地
道
な
調
査
研
究
で
あ
る
。
最
近
の

多
く
の
社
会
科
学
的
な
地
域
研
究
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
と
い
う
両
方
向

か

ら
の
分
析
が
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
最
終
的
に
一
般
化
、
理
論
化
に
持
っ
て

ゆ
く
。
都
市
研
究
で
は
、
た
と
え
ば
、
都
市
地
理
学
者
の
D
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
や
都
市

社
会
学
者
の
M
・
カ
ス
テ
ル
な
ど
の
理
論
に
基
づ
く
諸
研
究
が
散
見
さ
れ
る
が
、
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ロ

ー
カ
ル
な
事
象
は
、
結
局
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
政
治
・
経
済
シ
ス
テ
ム
に
絡
み
取
ら

れ

る
と
い
う
紋
切
り
型
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
終
始
し
、
画
一
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
に
直
接

結
び
付
か

な
い
ロ
ー
カ
ル
な
事
実
の
多
く
は
無
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
都
市
民
俗

生
活
誌

を
提
唱
し
た
い
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
民
俗
学
の
基
本
、
ミ
ク
ロ
な
視
点
か
ら

都
市
生
活
を
再
確
認
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
（
6
）
多
様
な
都
市
を
確
認

　
以
上
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
様
々
な
都
市
生
活
の
有
り
様
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

極
端
に
言
え
ば
、
同
じ
都
市
を
眺
め
る
場
合
で
も
、
そ
こ
に
関
わ
る
人
が
百
人
い
れ

ば
、
百
様
の
都
市
が
あ
っ
て
良
い
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
共
通
点
も
多
い
と
考
え
ら

れ

る
が
、
同
時
に
相
違
点
を
重
視
す
る
べ
き
だ
と
私
は
考
え
る
。
こ
れ
も
、
都
市
民

俗
生
活
誌
と
い
う
一
次
資
料
を
重
視
し
、
そ
れ
ら
を
確
認
、
検
討
し
た
い
理
由
で
あ

る
。④

問
題
点
と
課
題

　
以

上
、
都
市
民
俗
生
活
誌
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
民
俗
学

だ

け
で
な
く
、
地
理
学
、
社
会
学
な
ど
都
市
研
究
に
お
い
て
、
再
確
認
す
べ
き
資
料

群
の
セ

ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
上
記
の
論
理
に
は
問
題
点
が
多
い

こ
と
も
自
覚
す
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
都
市
的
な
生
活
文
化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
注
目
し
、
か
つ
都
市
を
文
化

概

念
と
す
る
と
、
現
代
で
は
、
も
は
や
都
市
に
対
峙
す
べ
き
「
村
落
」
は
な
い
の
で

は

な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
生
活
に
ま
っ
た
く
変
化
が
な
い
村
落
は
存
在
せ
ず
、

現
代
的

な
生
活
を
ま
っ
た
く
営
ま
な
い
村
落
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
富
山
県
山
田
村

で

は
、
I
T
革
命
が
進
み
、
山
奥
に
住
む
お
年
寄
り
で
さ
え
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

健
康
管
理
を
し
て
い
る
と
い
う
。
む
ろ
ん
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
や
日
常

生

活
の
電
化
は
当
然
の
前
提
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
生
活
文
化
は
現
代
化
、
都
市
化
し

つ

つ
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
最
近
、
注
目
さ
れ
て
い
る
環
境
民
俗

学
の
成
果

を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
村
落
生
活
に
は
、
伝
統
的
な
要
素
、
伝
承
さ

れ

る
要
素
が
必
ず
存
在
す
る
。
生
活
の
プ
ロ
セ
ス
や
リ
ズ
ム
は
「
村
落
」
と
し
か
呼

べ

な
い
部
分
が
少
な
く
な
い
。
た
だ
し
、
逆
に
言
え
ば
、
人
工
環
境
に
対
応
し
た
都

市
の
環
境
民
俗
学
も
成
立
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
高
層
ビ
ル
の
民
俗
、
地
下
街
の
民

俗
も
成
立
し
う
る
。

　

次
に
、
血
縁
や
地
縁
を
軽
視
し
、
極
端
に
は
個
人
に
注
目
す
る
民
俗
誌
は
、
も
は

や
地
域
を
描
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
個
人
の
生
活
記
録

は
、
特
殊
な
人
物
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、
地
域
を
代
表
す
る
作
品
で
は
な
い
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
多
種
多
様
な
人
々
が
集
ま
る
場
所
こ
そ

が

都
市
で
あ
り
、
彼
ら
を
一
く
く
り
に
し
て
都
市
生
活
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
こ
と

自
体
に
無
理
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
都
市
の
理
解
は
、
従
来
の
地
域
民
俗
の
枠
組
み
で

は
、
も
は
や
困
難
で
あ
る
。
伝
承
母
体
と
し
て
地
域
共
同
体
の
み
を
想
定
す
る
こ
と

は

で

き
な
い
。
個
人
の
民
俗
誌
、
生
活
誌
と
い
う
こ
と
が
極
端
す
ぎ
る
と
言
う
な
ら

ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
な
く
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
民
俗
誌
、
生
活
誌
を
提
案
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

も
良
い
。
た
と
え
ば
、
単
身
赴
任
者
の
生
活
記
録
が
あ
る
。
地
域
に
暮
ら
し
な
が
ら

も
、
地
域
と
は
距
離
を
置
き
な
が
ら
生
活
す
る
人
々
の
作
品
で
あ
る
。
現
代
の
都
市

生
活

で
、
同
じ
よ
う
な
生
活
形
態
は
ま
す
ま
す
増
え
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の
民
俗
学

は
、
彼
ら
の
生
活
を
無
視
で
き
な
い
。

　

さ
ら
に
、
都
市
民
俗
生
活
誌
と
い
う
言
葉
で
、
資
料
群
を
一
括
し
た
が
、
資
料
の

性
格
が
多
様
す
ぎ
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
資
料
と
し
て
は
、
自
分
史
あ
り
、
町
内

会
誌
あ
り
、
探
訪
記
あ
り
、
自
治
体
史
民
俗
編
あ
り
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
過
ぎ
る
。

作
品
の
ス
タ
イ
ル
も
、
日
記
あ
り
、
聞
き
書
き
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
あ
り
、
で
あ
る
。

執
筆
者
も
、
そ
こ
で
暮
ら
す
生
活
者
あ
り
、
対
象
か
ら
一
歩
距
離
を
置
く
郷
土
史
家

あ
り
、
外
部
の
学
者
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
あ
り
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
全
国
規
模
の
網
羅

的
な
資
料
確
認
を
目
指
し
て
い
る
が
、
資
料
の
整
理
・
分
類
、
場
合
に
よ
っ
て
は
取

捨
選
択
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
問
題
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
課
題
と
し
た
い
。
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い

ず
れ
に
せ
よ
、
都
市
生
活
の
具
体
相
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
都
市
性
を
発

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

見
、
提
示
し
、
都
市
人
の
様
々
な
心
性
を
探
る
試
み
を
続
け
た
い
。
無
理
に
急
い
で

抽
象
化
す
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
民
俗
学
の
魅
力
を
消
し
去
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　

以
上
、
不
勉
強
な
が
ら
、
私
見
を
開
陳
し
て
み
た
。
誤
解
や
考
え
違
い
が
多
く
含

ま
れ
る
試
論
で
あ
る
の
で
、
ご
批
判
を
お
待
ち
し
て
い
る
。

［付
記
］

　
小
論
は
、
平
成
九
～
十
四
年
度
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
基
幹
研
究
「
日
本
に
お
け

る
都
市
生
活
史
の
研
究
：
都
市
の
地
域
特
性
の
形
成
と
展
開
過
程
」
（
研
究
代
表

者
：
吉
田
伸
之
東
京
大
学
教
授
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
研
究
に
は
、
平
成
十

二
・

十
三
年
度
科
研
費
「
伝
統
的
地
方
都
市
の
地
域
特
性
と
そ
の
変
容
に
関
す
る
比

較
研
究
」
（
基
盤
研
究
（
A
）
（
1
）
、
研
究
代
表
者
：
上
野
和
男
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
教
授
）
、
「
都
市
民
俗
生
活
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
た
め
の
基
礎
研
究
」
（
基
盤

研
究

（
C
）
（
2
）
、
研
究
代
表
者
：
内
田
忠
賢
）
の
一
部
、
平
成
十
一
年
度
福
武
学

術
財
団
研
究
助
成
「
都
市
民
俗
生
活
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
た
め
の
基
礎
研
究
」

（研
究
代
表
者
：
内
田
忠
賢
）
の
一
部
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
小
論
の
概
要
は
、
日

本
民
俗
学
会
第
五
三
回
年
会
（
平
成
十
三
年
十
月
、
帝
塚
山
大
学
）
で
発
表
し
た
。

註（
1
）
　
倉
石
忠
彦
「
民
俗
学
に
お
け
る
都
市
の
概
念
」
国
学
院
雑
誌
第
八
五
巻
三
号
、
一
九
八
四
年
。

　
　
同
「
マ
チ
・
町
・
都
市
」
国
学
院
雑
誌
第
九
四
巻
＝
号
、
一
九
九
三
年
。
小
林
忠
雄
『
都
市

　
　
民
俗
学
・
・
都
市
の
フ
ォ
ー
ク
ソ
サ
エ
テ
ィ
』
名
著
出
版
、
一
九
九
〇
年
。
内
田
忠
賢
「
ム
ラ
の

　
　
中
の
マ
チ
」
森
岡
清
志
編
『
講
座
社
会
変
動
第
三
巻
・
・
都
市
化
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』
ミ
ネ

　
　
ル
ヴ
ァ
書
房
（
印
刷
中
）
。
同
「
村
落
の
中
の
都
市
」
石
原
潤
編
『
農
村
空
間
の
研
究
』
（
下
巻
）

　
　
大
明
堂
、
二
〇
〇
三
年
。

（
2
）
　
有
末
賢
「
都
市
民
俗
学
と
都
市
文
化
」
都
市
民
俗
論
集
（
都
市
民
俗
を
考
え
る
会
）
第
五
号
、

　
　
二
〇
〇
一
年
。
な
お
、
初
出
は
『
日
本
都
市
民
俗
生
活
誌
集
成
第
四
巻
（
編
集
の
し
お
り
ー
）
』

　
　
（
一
九
九
八
年
刊
行
予
定
、
三
一
書
房
）
で
あ
る
が
、
本
集
成
お
よ
び
「
編
集
の
し
お
り
」
は
、

　
　
校
正
が
終
了
し
て
い
た
も
の
の
、
出
版
社
の
都
合
に
よ
り
刊
行
が
中
止
さ
れ
た
。

（
3
）
　
内
田
忠
賢
「
都
市
民
俗
生
活
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
の
た
め
の
基
礎
研
究
」
福
武
学
術
財
団

　
　
平
成
十
二
年
度
年
報
、
二
〇
〇
一
年
。

（
4
）
　
金
沢
民
俗
を
さ
ぐ
る
会
『
都
市
の
民
俗
　
金
沢
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
四
年
。

（5
）
　
阿
南
透
「
都
市
的
生
活
様
式
の
浸
透
過
程
」
『
宮
古
市
史
・
民
俗
編
』
（
宮
古
市
）
一
九
九
三

　
　
年
。

（6
）
　
檀
紙
村
誌
研
究
会
『
檀
紙
村
誌
』
檀
紙
村
誌
編
集
委
員
会
（
香
川
県
高
松
市
）
、
一
九
八
六
年
、

　
　
に
は
、
都
市
的
な
生
活
様
式
が
ム
ラ
に
浸
透
す
る
様
子
が
記
録
さ
れ
、
興
味
深
い
。

（7
）
　
国
①
コ
①
S
O
一
Φ
べ
ω
o
力
o
巳
巴
〕
⊆
‘
・
⇔
〔
6
0
き
匹
夢
o
o
身
』
△
乞
巽
△
〉
∋
o
冠
（
↑
o
邑
o
o
）
（
D
・
ハ
ー

　
　
ヴ
ェ
イ
『
都
市
と
社
会
的
不
平
等
』
竹
内
啓
一
・
松
本
正
美
訳
、
日
本
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
一
九
八

　
　
〇
年
）
が
先
駆
的
研
究
で
あ
る
。

（
8
）
　
有
末
賢
『
現
代
大
都
市
の
重
層
構
造
：
都
市
化
社
会
に
お
け
る
伝
統
と
変
容
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

　
　
書
房
、
一
九
九
九
年
、
で
は
、
都
市
社
会
学
と
都
市
民
俗
学
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
目
配
り
し
て
い

　
　
る
。

（
9
）
　
倉
石
忠
彦
『
都
市
民
俗
論
序
説
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
〇
年
。

（
1
0
）
　
内
田
忠
賢
「
都
市
の
新
し
い
祭
り
と
民
俗
学
：
高
知
「
よ
さ
こ
い
祭
り
」
を
手
掛
か
り
に
」

　
　
『
日
本
民
俗
学
』
第
二
二
〇
号
、
一
九
九
九
年
。

（
1
1
）
　
宮
本
に
よ
る
民
俗
誌
は
膨
大
（
未
来
社
刊
行
の
著
作
集
参
照
）
で
あ
る
た
め
、
引
用
す
る
こ

　
　
と
を
省
略
す
る
が
、
香
月
洋
一
郎
『
山
に
棲
む
：
民
俗
誌
序
章
』
未
来
社
、
一
九
九
五
年
、
は
、

　
　
宮
本
の
民
俗
誌
の
思
想
を
見
事
に
引
き
継
い
だ
作
品
で
あ
る
。

（1
2
）
　
岩
本
通
弥
「
都
市
に
お
け
る
民
衆
生
活
誌
序
説
：
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
民
俗
学
」
の
可
能
性
」

　
　
『
史
誌
』
（
大
田
区
史
編
纂
委
員
会
）
第
八
号
、
一
九
七
七
年
。

（
1
3
）
　
木
本
孝
『
単
身
赴
任
T
O
K
Y
O
日
記
』
無
明
舎
出
版
、
一
九
九
七
年
。

（1
4
）
　
内
田
忠
賢
「
経
験
と
記
憶
・
・
民
俗
学
へ
の
問
題
提
起
」
『
講
座
日
本
の
民
俗
学
第
二
巻
・
・
身
体

　
　

と
心
性
の
民
俗
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
九
八
年
。
な
お
、
小
論
の
問
題
意
識
を
生
か
し
て
、
『
日

　
　
本
都
市
民
俗
生
活
誌
（
全
三
巻
）
』
（
明
石
書
店
、
第
一
回
配
本
済
）
、
『
都
市
民
俗
論
集
（
全
五

　
　
巻
）
』
（
岩
田
書
院
刊
行
予
定
）
の
ニ
シ
リ
ー
ズ
を
、
倉
石
忠
彦
（
国
学
院
大
学
教
授
）
、
小
林
忠

　
　
雄
（
東
京
家
政
学
院
大
学
教
授
）
、
有
末
賢
（
慶
応
義
塾
大
学
教
授
）
の
三
氏
と
編
集
中
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院
人
間
文
化
研
究
科
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
〇

二
年
二
月
十
三
日
受
理
、
二
〇
〇
二
年
十
月
十
一
日
審
査
終
了
）
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Tlle　Proposal　of　FolkL並ography　on　Urban　Society

UcHIDA　Tadayoshi

Many　monographs　on　folk　society　in　japan　had　lbeen　discribed　and　reserched．　But，　monographs　on　urban　society

weren’t　reserched　yet　in　folklore－studies．　So，1’m　now　in　inquiry　about　them，　all　over　the　urban　areas　in　Japan．　In

it’s　prosess，　through　many　urban　life　records，　I　want　to　discuss　on　urban　societies，　urban　areas　and　urbanity

again．　In　this　essey，　I　insisit　on　some　next　strong　points　about“Folk－Lifography　on　urban　society”．

1）Dicovery　of　urbanity

2）Synthesis　on　urban　1浪．

3）Movement　of　urban　society

4）Stranger　in　url）an　socie蚊

5）Point　of　detailed　view　to　urban　l猛e．

6）Various　types　of　urbani彫
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